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運用報告書（全体版） 
第116期（決算日 2023年１月16日）第118期（決算日 2023年３月14日）第120期（決算日 2023年５月15日） 

第117期（決算日 2023年２月14日）第119期（決算日 2023年４月14日）第121期（決算日 2023年６月14日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型）」は、2023年６月14日に第121期の決算を行ないましたので、
第116期から第121期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信 

信 託 期 間 2013年５月31日から2026年12月14日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を除くアジア諸国の金融商品取引所上場不動産投資信託証券を主要投資対象とする投資信託証券（投

資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投

資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用

を行ないます。 

主要運用対象 

「アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水

準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないことも

あります。 

 
＜642002＞ 

アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 



品 名：90002_642002_121_03_アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型）_970608.docx 

日 時：2023/7/25 15:20:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

 92期(2021年１月14日) 8,515 60 4.7 － 95.4 2,326 

 93期(2021年２月15日) 8,403 60 △ 0.6 － 95.3 2,298 

 94期(2021年３月15日) 8,535 60 2.3 － 95.2 2,355 

 95期(2021年４月14日) 8,765 60 3.4 － 94.9 2,436 

 96期(2021年５月14日) 8,591 60 △ 1.3 － 94.9 2,380 

 97期(2021年６月14日) 8,836 60 3.6 － 92.9 2,569 

 98期(2021年７月14日) 8,847 60 0.8 － 95.3 2,551 

 99期(2021年８月16日) 8,656 60 △ 1.5 － 95.0 2,535 

100期(2021年９月14日) 8,491 60 △ 1.2 － 95.0 2,506 

101期(2021年10月14日) 8,491 60 0.7 － 95.4 2,525 

102期(2021年11月15日) 8,685 60 3.0 － 95.2 2,534 

103期(2021年12月14日) 8,289 60 △ 3.9 － 96.2 2,355 

104期(2022年１月14日) 8,351 60 1.5 － 95.1 2,332 

105期(2022年２月14日) 8,353 60 0.7 － 95.0 2,283 

106期(2022年３月14日) 8,355 60 0.7 － 95.0 2,258 

107期(2022年４月14日) 9,042 60 8.9 － 94.8 2,218 

108期(2022年５月16日) 8,854 60 △ 1.4 － 95.8 1,896 

109期(2022年６月14日) 9,084 60 3.3 － 95.9 1,848 

110期(2022年７月14日) 9,029 60 0.1 － 96.1 1,839 

111期(2022年８月15日) 9,143 60 1.9 － 96.6 1,802 

112期(2022年９月14日) 9,375 60 3.2 － 96.3 1,782 

113期(2022年10月14日) 8,199 60 △11.9 － 95.9 1,549 

114期(2022年11月14日) 8,208 60 0.8 － 95.6 1,549 

115期(2022年12月14日) 8,180 60 0.4 － 95.9 1,532 

116期(2023年１月16日) 7,974 60 △ 1.8 － 95.9 1,481 
117期(2023年２月14日) 8,284 60 4.6 － 95.8 1,530 

118期(2023年３月14日) 7,782 60 △ 5.3 － 96.3 1,427 

119期(2023年４月14日) 8,216 60 6.3 － 95.9 1,500 

120期(2023年５月15日) 8,113 60 △ 0.5 － 95.8 1,465 

121期(2023年６月14日) 7,915 60 △ 1.7 － 96.4 1,379 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第116期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年12月14日 8,180 － 95.9 

12月末 8,048 △1.6 97.2 

(期  末)    

2023年１月16日 8,034 △1.8 95.9 

第117期 

(期  首)    

2023年１月16日 7,974 － 95.9 

１月末 8,596 7.8 97.1 

(期  末)    

2023年２月14日 8,344 4.6 95.8 

第118期 

(期  首)    

2023年２月14日 8,284 － 95.8 

２月末 8,307 0.3 97.5 

(期  末)    

2023年３月14日 7,842 △5.3 96.3 

第119期 

(期  首)    

2023年３月14日 7,782 － 96.3 

３月末 8,079 3.8 97.2 

(期  末)    

2023年４月14日 8,276 6.3 95.9 

第120期 

(期  首)    

2023年４月14日 8,216 － 95.9 

４月末 8,177 △0.5 97.0 

(期  末)    

2023年５月15日 8,173 △0.5 95.8 

第121期 

(期  首)    

2023年５月15日 8,113 － 95.8 

５月末 8,004 △1.3 97.2 

(期  末)    

2023年６月14日 7,975 △1.7 96.4 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○運用経過 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年12月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場しているリート（不動産投

信）に実質的に投資を行ない、リートの比較的高い分配金収入を安定的に獲得しつつ、中長期的な信託財産の

成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・アジア地域で経済活動が再開されたこと。 

・アジア地域で国際的な往来が再開されたこと。 

・「Keppel DC REIT（シンガポール）」、「Frasers Logistics & Commercial Trust（シンガポール）」、「Mapletree 

Logistics Trust（シンガポール）」、「Frasers Centrepoint Trust（シンガポール）」、「CapitaLand Ascott 

Trust（シンガポール）」などの保有銘柄がパフォーマンスにプラスに寄与したこと。 

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

＜値下がり要因＞ 
・米国の債務不履行回避に向けた連邦債務上限の引き上げについて懸念が広がったこと。 
・インフレの高止まりを受けて、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がタカ派（インフレ抑制）的な姿勢を強

めるとの懸念が広がったこと。 
・中国でコロナ禍後の景気回復ペースが弱まったこと。 
・米国と中国との間で地政学的な緊張が高まったこと。 
・「Digital Core REIT（シンガポール）」、「CapitaLand India Trust（シンガポール）」、「Embassy Office 

Parks REIT（インド）」などの保有銘柄がパフォーマンスにマイナスに影響したこと。 
 

 

（不動産投資信託市況） 

期間中のアジアのリート市場は、主要市場のシンガポール、香港ともに下落しました。 
期間の初めから2023年２月上旬にかけては、ゼロコロナ政策や、不動産政策、ネット産業規制における中国

の政策転換を受けて中国株式に対するセンチメントが回復したことや、米国消費者物価指数（ＣＰＩ）が６ヵ
月連続で低下し、インフレ圧力が弱まりつつあるとの見方が強まったことなどを背景に、リート市場は株式市
場とともに力強く上昇しました。その後３月中旬にかけては、米国雇用統計やＣＰＩなどのインフレ指標が市
場予想を上回り、インフレ見通しや米国の金融引き締め長期化に対する投資家の懸念が強まったことや、米国
の地方銀行の経営破綻を受けた金融不安の高まりなどが逆風となり下落しました。５月上旬にかけては、米国
の金融当局の迅速な対応などにより金融不安が後退し株式市場が戻りを試す展開となったことや、米国長期
金利の低下などを追い風にアジアのリート市場は上昇基調となりました。 

期間末にかけては、米国の債務不履行回避に向けた連邦債務上限の引き上げについて懸念が広がったこと、
コロナ禍後の景気回復ペースの鈍化や米中摩擦を背景に中国株式が下落圧力に晒されたことなどから軟調と
なり、下落して期間末を迎えました。 

為替市場では、対円でシンガポールドル、香港ドルともに上昇し、円ベース・リターンは押し上げられる結
果となりました。 

 
（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.07％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市
場でもマイナス圏での取引が続き、－0.08％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.18％近辺から、日銀による国債買入れの継続など
を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.16％近辺で期間末を迎えました。 

 
（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

投資環境 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け）」受益証

券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け）） 

主として、日本を除くアジア諸国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を投資対象とし、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないました。 

ポートフォリオでは引き続き、シンガポールのリートへの投資比率を 大とし、ついで香港、韓国、インド、

フィリピンなどのリートに配分しました。 

期間中の主な投資行動としては、割安なバリュエーション（収益、資産などの本源的な価値と比較して割高

か割安かを判断する指標）と中国の経済再開による成長加速などに鑑みて、主に中国の収益性のあるオフィス

などに投資する香港の分散型リートの新規ポジションを構築しました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の買付や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安

全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 
 
 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第116期 第117期 第118期 第119期 第120期 第121期 

2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

当期分配金 60  60  60  60  60  60  

(対基準価額比率) 0.747％ 0.719％ 0.765％ 0.725％ 0.734％ 0.752％ 

 当期の収益 60  60  60  60  60  60  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 7,164  7,194  7,220  7,251  7,277  7,304   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券を原則として高位に組み入

れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け）） 

先進国でインフレと景気減速が根強く続くなかで、インフレ圧力が十分に抑制され、かつ、金融引き締めサ

イクルが欧米に先行して終盤を迎えつつあるアジア市場が見通し良好で際立っています。今後数年間、アジア

地域の経済成長率は欧米を上回り、過去10年来の先進国優位の傾向を覆すと予想されます。また消費について

も、中産階級の急増と高い貯蓄率を背景に構造的に成長すると期待され、株価水準が割安となっている現在、

アジア市場の企業はこれまで以上に投資魅力度が高まっていると考えています。市場のボラティリティ（変動

性）が高まるなかで、強いファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）と魅力的なリスク・リターンを備えるア

ジアのリートは、相対的に高い配当利回りと低水準からの大きな収益成長効果を下支えに今後数年間、合理的

に高い支持を得られると考えています。 

不動産市場のファンダメンタルズはコロナ禍の間も当初の予想以上に回復しており、今後も継続的な経済

再開と景気回復に伴なって改善していくと予想されます。そのなかで、香港郊外のショッピングモールのテナ

ント賃料は、引き続き堅調に推移すると見込んでいます。シンガポールでは、工業用・オフィス用不動産市場

において、物件の需給逼迫にテクノロジー関連企業や大手製薬の拠点進出による需要増加も相まって、ビジネ

スパーク（複数のオフィスビルが集まっている建物や地域の総称）におけるファンダメンタルズの改善の継続

が見込まれます。物流セクターでは、物件供給が鈍化するなかでｅコマースの拡大による構造的な需要増加の

追い風を受けるとみています。また、新型コロナウイルスを巡る不透明感はあるものの、オフィス不動産や小

売り、ホテル用不動産市場の見通しは、今後数年の相対的な供給不足が引き続き下支えになると考えられ、進

分配金 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

行中の経済回復の恩恵を受けると予想しています。 

上記のような見通しの下、当ファンドにおいては、安定的かつ成長性の高いインカム収入と、ファンダメン

タルズやバリュエーションに着目した銘柄選択を中心に、利回り水準や流動性に配慮しつつ投資を進め、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を続けていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金銭信託などに

投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

項 目 
第116期～第121期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 40  0.494  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 8)  (0.093)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (31)  (0.384)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.050   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 4)  (0.048)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 44   0.544    

作成期間の平均基準価額は、8,201円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.94％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

 

 

銘 柄 
第116期～第121期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け） 168,883 113,816 264,811 179,175  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第116期～第121期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 22 22 143 143 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

区       分 

第116期～第121期 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 113 113 100.0 179 179 100.0 

 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年12月15日～2023年６月14日) 

 

 該当事項はございません。 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○組入資産の明細 (2023年６月14日現在) 

 

銘 柄 
第115期末 第121期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・プロパティー・ファンド（適格機関投資家向け） 2,139,228 2,043,299 1,329,575 96.4 

合 計 2,139,228 2,043,299 1,329,575 96.4 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第115期末 第121期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,494 1,374 1,376 
 
（注） 親投資信託の2023年６月14日現在の受益権総口数は、463,114千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年６月14日現在) 

項 目 
第121期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,329,575 93.4 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,376 0.1 

コール・ローン等、その他 92,333 6.5 

投資信託財産総額 1,423,284 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

  

親投資信託残高 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第116期末 第117期末 第118期末 第119期末 第120期末 第121期末 

2023年１月16日現在 2023年２月14日現在 2023年３月14日現在 2023年４月14日現在 2023年５月15日現在 2023年６月14日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,495,498,560   1,544,819,663   1,451,651,275   1,518,152,074   1,479,850,901   1,423,284,894   

 コール・ローン等 44,466,166   48,975,620   49,421,524   42,286,931   47,115,534   44,365,164   

 投資信託受益証券(評価額) 1,420,570,926   1,465,337,434   1,375,476,135   1,439,008,598   1,403,504,064   1,329,575,159   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 1,493,865   1,493,865   1,494,610   1,451,075   1,451,075   1,376,646   

 未収入金 11,936,932   12,065,080   8,225,246   18,500,817   11,019,469   31,621,527   

 未収配当金 17,030,671   16,947,664   17,033,760   16,904,653   16,760,759   16,346,398   

(B) 負債 14,457,313   14,744,012   23,780,644   17,820,813   14,516,805   43,517,958   

 未払収益分配金 11,143,445   11,081,924   11,009,247   10,956,826   10,837,562   10,459,817   

 未払解約金 1,018,227   1,366,802   10,431,923   4,327,107   1,000,000   30,354,114   

 未払信託報酬 1,349,036   1,230,387   1,162,615   1,239,990   1,260,527   1,172,426   

 未払利息 28   45   45   2   18   92   

 その他未払費用 946,577   1,064,854   1,176,814   1,296,888   1,418,698   1,531,509   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,481,041,247   1,530,075,651   1,427,870,631   1,500,331,261   1,465,334,096   1,379,766,936   

 元本 1,857,240,848   1,846,987,419   1,834,874,552   1,826,137,766   1,806,260,460   1,743,302,959   

 次期繰越損益金 △  376,199,601   △  316,911,768   △  407,003,921   △  325,806,505   △  340,926,364   △  363,536,023   

(D) 受益権総口数 1,857,240,848口 1,846,987,419口 1,834,874,552口 1,826,137,766口 1,806,260,460口 1,743,302,959口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,974円 8,284円 7,782円 8,216円 8,113円 7,915円 
 

（注） 当ファンドの第116期首元本額は1,874,032,307円、第116～121期中追加設定元本額は46,136,103円、第116～121期中一部解約元本額は

176,865,451円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第116期0.7974円、第117期0.8284円、第118期0.7782円、第119期0.8216円、第120期0.8113円、第121期0.7915

円です。 

（注） 2023年６月14日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は363,536,023円です。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第116期 第117期 第118期 第119期 第120期 第121期 

2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 17,029,072   16,947,030   17,033,333   16,904,395   16,759,268   16,344,695   

 受取配当金 17,030,671   16,947,665   17,033,760   16,904,653   16,760,759   16,346,398   

 受取利息 24   6   3   16   －   －   

 支払利息 △      1,623   △        641   △        430   △        274   △      1,491   △      1,703   

(B) 有価証券売買損益 △ 42,633,182   52,585,536   △ 96,994,262   74,589,879   △ 23,261,801   △ 39,219,481   

 売買益 710,378   53,524,456   472,350   74,957,264   130,360   861,592   

 売買損 △ 43,343,560   △    938,920   △ 97,466,612   △    367,385   △ 23,392,161   △ 40,081,073   

(C) 信託報酬等 △  1,485,282   △  1,354,649   △  1,280,032   △  1,365,221   △  1,387,846   △  1,290,829   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 27,089,392   68,177,917   △ 81,240,961   90,129,053   △  7,890,379   △ 24,165,615   

(E) 前期繰越損益金 △226,329,561   △262,040,779   △202,549,052   △292,081,954   △209,924,453   △219,716,631   

(F) 追加信託差損益金 △111,637,203   △111,966,982   △112,204,661   △112,896,778   △112,273,970   △109,193,960   

 (配当等相当額) (  771,453,507)  (  769,358,725)  (  767,048,024)  (  765,812,601)  (  759,074,047)  (  734,579,109)  

 (売買損益相当額) (△883,090,710)  (△881,325,707)  (△879,252,685)  (△878,709,379)  (△871,348,017)  (△843,773,069)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △365,056,156   △305,829,844   △395,994,674   △314,849,679   △330,088,802   △353,076,206   

(H) 収益分配金 △ 11,143,445   △ 11,081,924   △ 11,009,247   △ 10,956,826   △ 10,837,562   △ 10,459,817   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △376,199,601   △316,911,768   △407,003,921   △325,806,505   △340,926,364   △363,536,023   

 追加信託差損益金 △111,637,203   △111,966,982   △112,204,661   △112,896,778   △112,273,970   △109,193,960   

 (配当等相当額) (  771,453,507)  (  769,358,725)  (  767,048,024)  (  765,812,601)  (  759,074,047)  (  734,579,109)  

 (売買損益相当額) (△883,090,710)  (△881,325,707)  (△879,252,685)  (△878,709,379)  (△871,348,017)  (△843,773,069)  

 分配準備積立金 559,131,403   559,452,203   557,842,186   558,501,038   555,418,108   538,848,812   

 繰越損益金 △823,693,801   △764,396,989   △852,641,446   △771,410,765   △784,070,502   △793,190,875   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2022年12月15日～2023年６月14日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 15,543,746円 16,616,887円 15,753,294円 16,652,099円 15,371,378円 15,053,814円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 771,453,507円 769,358,725円 767,048,024円 765,812,601円 759,074,047円 734,579,109円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 554,731,102円 553,917,240円 553,098,139円 552,805,765円 550,884,292円 534,254,815円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,341,728,355円 1,339,892,852円 1,335,899,457円 1,335,270,465円 1,325,329,717円 1,283,887,738円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,224円 7,254円 7,280円 7,311円 7,337円 7,364円 

g. 分配金 11,143,445円 11,081,924円 11,009,247円 10,956,826円 10,837,562円 10,459,817円 

h. 分配金(１万口当たり) 60円 60円 60円 60円 60円 60円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジアＲＥＩＴオープン（毎月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第116期 第117期 第118期 第119期 第120期 第121期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 60円 60円 60円 60円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年12月15日から2023年６月14日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 
 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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